オープンアプローチの学びによる数学授業の質の改善 ―数学を学ぶ楽しさを追い求めて― by 高畑, 宏之
岡山大学資数･数学教育学会誌





































































































資料 2授業改善シート(具体 的な授 業改善点)
改善の柱 改韓の観点 現状分析 意味づけ 改善点と工夫 授業イメージ
知 活 教師伝達の 授業のマ 生徒が主体的に オープンアプローチ 数学の授業に
動 授業 スタイ ン ネ リ 活動す る場面を による学習方法の駐 対す る興味関
的 ルか ら生徒 化○授業 増やす ことで､ 入o数学は解答が- 心を高めるこ
敬 の活動韮視 が説明中 数学に対する興 つだけとい うイ メ- とができるo
学 のスタイル 心になつ 昧関心 を高め､ ジがあるo しか し､ 全員が何 らか
- の 転 換 ている○ 能動的な態度 を 問題 を未完結な形に の反応ができ
の (数学的活 養 うことができ 工夫 し利用す ること 達成感 を味わ
ア 動の重視) るo数学的活動 で､個に応 じた多様 える｡
プ を適 して ｢考え な授某展開 をす るこ
ロ る｣｢学ぶJこと とができるo子 ども
一 の大切 さ粂 しさ たちの 自由な発想 を
チと心 を味わえる. 引き出す ことが可能であるo協 小グループ 人間関係 小 グループでの 自力解決のあ とに必 他者 との対話
の 同 活動 (他者 や対人関 活動 を取 り入れ ず グループでの交流 を通 して､新
ア 的 との対話)/ 係が希蒋 ることで､仲ral や グループ解決の時 しい発見や'j式
プロ 数 であるo と学び あ うこと 間を設定するo づきがあ り､
辛 コ こ ユ ー ができる○ 人間は他者 とともに それが理解の定着につなが
チ ン能力が低いo 学 ぶ 存 在 で あ.他者か らの気づ きを得 ることがで きる.敬的 コ ミュニケー シ ョン力を育成する必要が○ るo
秦 数学 を表現 結果ばか 結果盃祝ではな 全員が 自分の解答を ili重備 を しっか
堤 し共有す る り気にす く プ ロ セ ス払 最低一回はみんなの りす ることで
的 活 inJ (読 るo なぜ 視O思考の柔軟 前で発表 し､クラス 自信 をもって
数 む .普 く . そ うなる 性や倫理性を育 全体で交流す る機会 発表できる○
学 話す力の育 のか ?根 む必要があるB を設定○ 自信がない 表現す る喜び
成) 拠 を説明 思考 を外化す る 生徒には事前指導 を を 体 感 で き
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知のアプロ!チと 戻 自己評価活 自ら学ぶ 生徒 の FB&教 (D自由形式 とす る. 学習 を振 り返
省 勅 (自己内 自立 した 師 の FB&指 導 ② 毎時間お こな うo る;Bl慨 が身 に
的 対話 .振 り 乍習者が と 評 価 の 一 体 (診全員 に赤ペ ンを入 つ く. 学 習の
敬 返 る力 の育 育 つてい 化o 生徒 自 らに れ て､ コメン トを入 意欲 づ け にな
学 成) ないo ○ と ×を区別 さ れ て返す○④成績 に るo 生徒 のつ
せ ､藩托 させ ることで､ 自己評価能 力 を育 てが で き るo内兜 的動機 付 けとい う点 で も意味があるB は入れないo まず き を早い段 階 でチ ェ ックで る○
早 数学 を学ぶ 現場 で感 動機 付 けには大 ① TA的な観点か ら や ろ う
心 習 本質 に触れ じるもつ き く 2つの場合 の○付 け ス トー ク法 とす る ｢好 奇
の 意 る楽 しさや とも大 き があるo｢外堀的 ② NLP的 な観点か 心｣や ｢向 ヒ
ア 欲 面 白さの追 な 課 牌 動機付け｣と ｢内 らの傾 聴やバ ック 卜 心｣ が芽 生 え
プ 向 求 (学 ぶ忍 は､子 ど 発的 励機 付 け｣ ラ ッキング法などを る○ 生徒 との
ロ 上 義や価値)＼点 :成果をあ もたちの であ る○ 学 習者 活 用 しての ラポール 良好 な人 仰 関
I & 音欲の減 欲 を 高 め る の づ くり③ ピグマ リオ 係 が 築 か れ
チ 動 退 で あ に､ どち らが よ ン効果 の最大活用④ る○ 学ぶ意欲
機 る○学力 り効 果的 かは - PCDSSの生徒育 が高 まれ ば､
付 低下が気 概 には決 め られ 成 マネ ジメン トサイ 碓 か な学 力の
け に な る ない○ 外 的 な も クル を意識 した授業 向上 -つ なが
が､学習 のの効果 はや る 展 開⑤ 知的好奇心や る○
意欲の減 気 を促す のには 向上心 ､探究心を誘
迫は もつ 効 果 的 で あ る うよ うな間簡 開発 と
と深刻で が､将来 に向 け 間掘鎚示 (VAKの
あるo緊 た長 い 目でみ る 意 識)⑥問劫 づ く り
急かつ韮 と､内発的 な も に よる能軌的 な活動
要な問足自 のの学習 に対 す の上夫⑦ lT活用⑧
である○ る位 置 づ けが大変塵要 に な ってくる○ 付藁紙 に よる相互評価⑨教師 の正 しい子ども観 と期待感
<表の見方(D改善の観 げている先行研究実践 と自分の授茶を比較税無 した着眼点のこと○
②現状の分析 :自分の授某 を冷静に分析 し､授業力がある人 との菱を把握 し､明確にす る○









1次 オ リエンテーション 意織調査 4次 問題 づ くり (オ-プンプロブレム)
2次 平行線 と角 (オープンプロセス) 5次 一学期の反省 意粍調査
3次 ブーメランの角の和 (オープンプロセス)6次 選択授業のまとめ (二学期)
資料 3第3次学習指導案(第 1時､第 2時)
第2次 木崎案
○学習喋居について姉妹湖心を持ち､意欲的に中り組むことができる.
E欄 呂望芸完晶だ竺三xT誓 ".54g烏 ,lai'島 .9,.三業 鎧 売品㌫誓欝 禁品誓 器 だTT_2号=grt,i-蒜 諾 盃 や半え方
のよさに耽づくことがで,kる｡
学習扶助 指iI｣-の船甘点 倫事
第1 1.的時の練習をす る. ･学習77イ′レや 自己評価から,肺時は 平ー行線の角｣の間牌 について学習をした ことを想屯させ る. 学習 ファイル自己評価カー ド
2.本時の学習印材を粗略する○ ･竿習性雌 を隆7-I;し,泰時は r多角形の角の和 lを球める コンピュータ
PLAN&CHECK 間腰 (オープンプロセス)に挑楓することを知 らせる○ -/17シ3Lク),一眼tB通水プ リン ト小鞘 fZ;
3 次 Ⅰ5g]牙壬 くオ - ブ ニ ノ =プ ロ セ 二コし )
一く.0 - r_.O学 習 探 玉田巨 ｢ 多 角 形 の 角 の 竿 口 ｣
. L).-ごrrヽ● t= L一L).
3.自力解決で学習珊tJを解 く○ ･自分が解決 した見方や考え方をはっきりと背馳 させ るために螺RJZ退水プ リン トを用意 し 取入 させ る
時 DO (個人､小姓EZl) d･状況に応 じて､考えるヒン トを伝えるり (描助耕､乎Fr頼 ､錯角.同位角､三角形の内角の和など)0付 け法に上 り -人ひとりの理解度 をチェックすると
4.小AEZ]で学習班畑の解放について ともに取分サ定により解決食欲をもたせる.･小A田内での托 し合いが活発に行なわれ るよ うに者切な
指 し合い､追水する.(1)生徒一人ひ とりが追凍 プ リン ト 貫通を行 う.･生徒一 人ひ とりの事えを#止 し醒める〇解決方法がみつか らILい生徒には､生徒の,lS考iAも1.に
を-もとに､自分の考え方を現明す る｡ あった方法をア ド/<イスする.･追求 した内零&.わか りやすく嬢遁紙にまとめ させ る.
(2)貴 慮の現明で蛭間に思ったことや感想な どを出 し合って.施 し合 うO ･予想 され る反応粥⇒いずれ も補助線む引いての解等が 了.想 され る.ru鼠形を 2つの三角形に分けて求める方法
(3)迫解 した内容を模造紙にまとめち. ⑳平行輪の仕官を利用する方法 ブル-7'解釈 シート(3日 つのT打点にすべての角を姓める方法JlEど 縫 石
5.竿故頻用で学習昧JBの解決につい ･撃砕8団での轄 し合いが活発に行なわれ るよ うに､滴り｣ コンピュータ
T(管,し貫/L∴ 要害言霊.州 く〔王室三)な支援を行 う.･次のよ うな視点から練 り上げを行 うように宙漕す る
(2)苑表 した内容について瀧問があ ①凝課内等がJI!G'.L的禍できるか.,
れぱ出 し合い､模肘や考穀を行ない､ ②推間に思 うことはないか.
練 り上げる. ⑦同 じii方や与え方はないか.,
(3)練 P)上げ発間rこ血 監 ㊤それぞれの鯨決方法のJ:さに気づいたか｡
か貯 また ら y うね るr 71う ?｣につい ⑤新 しい発見や九-3さはないか.･律唱 法によf} 生徒 Q)つぶやさをJf付し 全fiで紬Lと.する




























､一.･ 【事榊 ■■1& F7=lt,>t官-Z.孟主音∫)rJす い. .解答2
資料 6予想された反応例
j)補 助 恕負を 引 き - 2 - の 三 角 形 に 分 け る
匡 ]20｡一∠タ/
三 角牙要の rフ勺角 の l卜生首 を 使 う ○
180〇 一 50〇 一 20○ - 110○
180〇 一 110○ - 70ら
180〇 一 70〇 一 3○○ - 8○○
だ カ､ら t 180○ - 80○ - loo°
⑤ .補 助 紙 を 引 き ー 2つ の 三 角 形 に 分 け る
雫.I,32/-f8,103三I';.:忘
三 角fFj;Jの タ一角 の .性乍守を 1養 う○
50〇 十 30○ - 80○
⑥ 補 助 線 を 引 き ､ 2つ の 三 角 形 を つ くる ｡
/グ＼､
2.∠ 二〒宣 ＼30.
三 角 形 の 一木】角 の 和 は 180- だ カ､ら
50◆ +20` +30◆ + ∠ d +∠ e= 180-
∠ d +∠ e- 180◆ - 100◆ -80◆
よって､ 180◆ -80● - loo°
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資 料 7 予 想 され な か った 想 定 外 の 反 応 例





㊤ B C加 吉 - 平 行 四 辺 升妙 性甘を利用
数学的な観点 数学的思考の質 人
(見方､考え方) (斬新さや独創性) 敬
観点A 三角形をつくる (BD延長&内角の和) O 6
三角形をつくる (CD延長&内角の和) ④ 7
観点B 三角形をつくる (BD延長&外角の和) ② 1
三角形をつくる (CD延長&外角の和) ⑤ 4
観点C 三角形をつくる (AD延長) ③ 0
観点D 三角形をつくる (BC連結) ⑥ 1
観点E 平行線を利用 (1点集中型) ⑦⑧⑨⑩ 0
観点F 平行線を利用 (分散型) ⑪⑫ 0
観点G 平行線を利用 (辺の延長型) ⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑬⑳ 0
観点Ⅰ★ PD､CD延長で内部に四角形をつ くる ㊨ 3
観点J★ 凹型四角■形の内角の和 ㊨ 2
観点K★ 平行四辺形と対称性 ⑳ 1
観点L★ ∠Bと∠Cの二等分線作図 ㊨ 1
観点M★ BC連結&平行四辺形作図 ㊨ 1
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≡ :芸 LiF f>@ D｡(実よ ぎ 鵬 表
自 力 & IJ､1■同 (こ































































れて返却 し､振 り返る力を養 うとともに､
次回の学習に対する動機付けになるよう














q^#億 ト ト警 自己細AB^Cでi手製
■瑚 貰豊富to,'1?=^競 iiEBLTpx器 笠品f:ら.),l刷 脚 .僻 澗 紬 が /剛 心日 航∴阜8､日!鞘lI二㌦ ,):.;.fJ卜,レ一.f-)..､T 1≡.,;.:i.I,7.-I,l'魔
顔 日時 字官話E5 自己細A_BCで評/llL y捕 ∫
l揮Q朋 (鯛の0(わかつたこと)､今日のx伽 ら帥つた ●門 ､(.舶
壁 掛享 購 止 蒜 た刷 t'e
〕 ノIJ-,llllI ∫il l‥ l tlLll∴l正 吾 ...丁二 ⊥ iH ( )qGド↓■､.5辞で)I
ノ& I日時 粥 活 動 自 己糾A_BCで辞∴汁一
声慨る')];II.t`lll凱朋0)伽､つ た こ と Il 今 日 Q)x伽1ら細 った ･1轡 ＼(, ,朗I ;那.. .脚L)t I' )佃 t粥 川やl亨で!真二 ●し聖 ⊥ ノ












































































































傾けよう｡』これ らのことを繰 り返 し授業







































































































































生 の授業 のす べ てだ った｡『軽 輩 は 巨大 な
力 を もって い る』 とも言 われ て いた｡ テ
レビをみ て､子 どもた ち を本 気 で育て て
い く熱意 あ る姿 に心 を打 たれ たB
数学 の授 業 に か ぎ らず ､教 育 活動 全体
にお いて ､現場 のチ ビ もた ちの現 実や些
細 な変化 に しっか りと 目を向 け る こ とが
で き､子 どもた ちが学校 の教 育 活動 の 中
で感 じる ｢一つ ひ とつ の小 さな満 足感 ･
達 成感 ･成 功感 ｣ を大事 に で き る教師 で
あ りたい と思 って い る｡
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本研 究 におけ る資料収集 に関 して､ご協
力 いた だ いた津 山市立鶴 山中学 校 ･永井
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